
「日本人の『顔』」授業ノート 2015

目標

①日本文化世界での行動制約の構造を説明できるようになる。

②日本では電車のドアの近くでいちゃつくカップルにどうして眉をひそめるのかを説明で

きるようになる。

課題 １～ 13
日本文化世界とキリスト教世界での行動制約の違い

各グループでディスカッションし、１つの構造図を完成させよう。

日本文化世界 キリスト教世界

「顔」・「面子」・「面目」 「face」
体面 沽券 世間体 体裁

人間の道徳観や倫理観のベース

儒教（過去） キリスト教の教え

義理・人情・孝行・忠誠心

人間を律している

世間の目 神

多数 漠然 唯一 絶対

「面子」と「世間体」を失う 罪

「恥」をかく＝不快な感情 罰＝痛み

リアルタイム 今 将来 未来

他人への意識

他人の面子をつぶさない 自分の面子だけを心配していれば良い

自分の顔より相手の顔を立てる必要 ※他人の面子保護に対する制約は受けない

↓公衆の面前でつぶした場合

自分の顔も潰れる

「和」「調和」「協調性」

絶対に守らなければならない基本的ルール


